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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 19,264 12.5 628 ― 343 ― 61 ―

22年3月期第3四半期 17,127 △10.6 △369 ― △534 ― △390 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 916.14 914.27
22年3月期第3四半期 △5,866.23 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 24,300 5,967 24.4 89,046.96
22年3月期 22,130 6,357 28.6 95,057.31

（参考） 自己資本  23年3月期第3四半期  5,931百万円 22年3月期  6,331百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 700.00 ― 700.00 1,400.00
23年3月期 ― 700.00 ―

23年3月期 
（予想）

700.00 1,400.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,600 9.9 693 ― 368 ― 168 ― 2,522.11



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業務の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 69,600株 22年3月期 69,600株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q 2,989株 22年3月期 2,989株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 66,611株 22年3月期3Q 66,611株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では個人消費が牽引する形で成長率が押し上げられ、欧州

でも堅調に推移しているため、新興国での成長と合わせて踊り場局面からの脱却の兆しが見られました。しかし一

方では、わが国での著しい円高状況や、先進国全般での高い失業率等の諸問題が解決しておらず、様々な懸念を抱

えたままの推移となりました。 

 このような状況の中、当社グループは“仕組みをつくる”をスローガンに掲げ、お客様のオンデマンド・ビジネ

スをサポートするための施策を積極的に展開いたしました。 

 具体的施策としましては、SG市場向けでは、主力のエントリーモデルに加えて高速・高画質の上位機種JV5シリ

ーズの拡販に努め、IP市場向けでは、エントリーモデルのUJF-3042を中心として、UV硬化インクを使用したプリン

タの豊富なラインナップによって、顧客ニーズにマッチした商品の販売に努め、インクジェットプリンタとカッテ

ィングプロッタによるオンデマンド生産の提案、推進に努めました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は192億64百万円（前年同期比12.5％増）、営業利益は６

億28百万円（前年同期は営業損失３億69百万円）となりましたが、円高の影響による為替差損が発生したこと等に

より、経常利益は３億43百万円（前年同期は経常損失５億34百万円）、四半期純利益は61百万円（前年同期は四半

期純損失３億90百万円）となりました。 

  

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

（日本） 

 日本におきましては、10ヶ所の営業拠点による日本国内販売とアジア・パシフィック地域（一部を除く）向けの

販売を展開しております。アジア・パシフィック地域向けが総じて順調な推移を続けたことに加え、日本国内向け

でもIP市場向けを中心として堅調に推移し、全体も回復基調となりました。その結果、外部顧客に対する売上高は

95億49百万円、営業利益は５億98百万円となりました。 

（北米） 

 北米におきましては、販売子会社MIMAKI USA,INC.のアトランタ本社コールセンターと、４つの拠点を中心とし

た保守サービス要員の配置により、日本地域同様の販売・サービス体制を整えるべく展開しております。主力のア

メリカ国内において、SG市場向け及びIP市場向けの製品本体を中心に回復基調で推移したものの、顕著な円高ドル

安の影響を大きく受けました。その結果、売上高は25億50百万円、営業利益は80百万円となりました。 

（欧州） 

 欧州におきましては、地域各国への販売を行う子会社MIMAKI EUROPE B.V.とドイツにおける販売子会社Mimaki-

nbn GmbHによって展開しております。顕著な円高ユーロ安による影響を大きく受けたものの、IP市場向けにおいて

新製品を中心とした拡販を実らせたこと等により、売上高は為替の悪影響を上回る推移を継続いたしました。その

結果、売上高は63億57百万円、営業利益は１億６百万円となりました。 

（アジア） 

 アジアにおきましては、部品調達、インク組立及び台湾での製品販売を行う子会社台湾御牧股份有限公司、イン

クを中心に当社グループ製品を製造する中国の御牧噴墨打印科技（浙江）有限公司、中国での製品販売を行う上海

御牧貿易有限公司の体制で展開し、製造・販売の仕組みづくりに注力いたしました。その結果、売上高は２億84百

万円、営業損失は１億30百万円となりました。 

（その他） 

 ブラジルにおける販売子会社MIMAKI BRASIL COMERCIO E IMPORTACAO LTDAにおいて、販売体制の整備と販路の開

拓に努めました。その結果、売上高は５億22百万円、営業損失は25百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における機種群別の売上は次のとおりであります。  

［機種群別売上高］  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  売上高（百万円） 構成比率（％） 対前年同期増減率（％）

Ｓ Ｇ 市 場 向 け  12,548  65.1  1.0

Ｉ Ｐ 市 場 向 け  3,986  20.7  50.7

Ｔ Ａ 市 場 向 け  1,070  5.6  51.3

そ の 他  1,659  8.6  22.6

合 計  19,264  100.0  12.5



 ［品目別売上高］ 

（SG市場向け） 

 既存製品を中心に拡販に努めた結果、高速・高画質の上位機種JV5シリーズの製品本体が期間を通して順調に推

移したことが牽引し、売上の伸長に貢献いたしました。その結果、売上高は125億48百万円（前年同期比1.0％増）

となりました。 

（IP市場向け） 

 エントリーモデルを中心とした製品本体が順調に推移したことで売上を伸ばし、インク等消耗品についても堅調

に推移いたしました。環境対応に優れたUV硬化インクを使用したオンデマンド生産の推進を継続する中、LED-UV方

式で低価格化を実現したUJF-3042は市場での支持を受け続けて売上の伸長を牽引し、新規顧客の開拓等に奏功いた

しました。その結果、売上高は39億86百万円（同50.7％増）となりました。 

（TA市場向け） 

 従来機種比で高速化、低ランニングコスト化を実現したデジタル捺染インクジェットプリンタTx400-1800D、伸

縮素材の安定搬送を実現する機能を持ったTx400-1800B等、生産性とランニングコストの両面での向上を訴求でき

る製品ラインナップにより、デジタル捺染ビジネス推進とともに拡販に努めました。その結果、売上高は10億70百

万円（同51.3％増）となりました。 

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成22年10月29日に公表した「業績予想の修正に関するお知らせ」から修正しており

ません。 

 なお、業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。今後の業績予想数値に修正の必要が

生じた場合には速やかに開示する予定です。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

・資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

  これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ 千円減少し、税金等調整前四

半期純利益は 千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は、

千円であります。 

（表示方法の変更）  

 ・四半期連結損益計算書関係   

①前第３四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「還付加算金」（当第３四半期連結累計期間 

千円）は、営業外収益総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示してお

ります。 

②「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。  

  売上高（百万円） 構成比率（％） 対前年同期増減率（％）

製 品 本 体  9,840  51.1  20.6

イ ン ク  6,483  33.6  1.6

そ の 他  2,941  15.3  13.9

合 計  19,264  100.0  12.5

２．その他の情報

5,226

63,538

49,015

2,351



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,355,502 2,501,280

受取手形及び売掛金 4,390,437 4,062,629

商品及び製品 5,533,414 4,849,089

仕掛品 528,114 412,201

原材料及び貯蔵品 1,465,613 1,518,438

繰延税金資産 156,674 250,325

その他 715,015 752,643

貸倒引当金 △76,567 △123,484

流動資産合計 17,068,205 14,223,126

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,081,378 3,275,396

土地 1,305,792 1,306,536

その他（純額） 1,418,288 1,570,479

有形固定資産合計 5,805,458 6,152,412

無形固定資産   

のれん 55,132 137,830

その他 306,392 347,473

無形固定資産合計 361,525 485,304

投資その他の資産   

繰延税金資産 300,809 451,204

その他 850,283 901,105

貸倒引当金 △85,469 △82,852

投資その他の資産合計 1,065,623 1,269,457

固定資産合計 7,232,607 7,907,173

資産合計 24,300,812 22,130,300



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,187,677 5,304,999

短期借入金 6,787,880 4,214,300

1年内返済予定の長期借入金 788,396 836,376

未払法人税等 35,989 23,023

賞与引当金 183,414 299,499

役員賞与引当金 5,402 －

製品保証引当金 172,934 152,279

その他 1,808,637 2,044,259

流動負債合計 15,970,332 12,874,737

固定負債   

長期借入金 1,590,532 2,122,724

退職給付引当金 318,374 281,816

資産除去債務 49,192 －

その他 404,730 493,946

固定負債合計 2,362,830 2,898,487

負債合計 18,333,162 15,773,224

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,015,168 2,015,168

資本剰余金 1,903,168 1,903,168

利益剰余金 3,053,789 3,086,019

自己株式 △199,930 △199,930

株主資本合計 6,772,196 6,804,427

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △7,977 △4,064

為替換算調整勘定 △832,712 △468,499

評価・換算差額等合計 △840,689 △472,564

新株予約権 36,143 25,213

純資産合計 5,967,650 6,357,075

負債純資産合計 24,300,812 22,130,300



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 17,127,128 19,264,985

売上原価 10,072,667 11,174,078

売上総利益 7,054,461 8,090,907

販売費及び一般管理費 7,424,392 7,462,388

営業利益又は営業損失（△） △369,931 628,519

営業外収益   

受取利息 5,233 5,172

受取配当金 2,632 3,728

還付加算金 8,051 －

その他 22,875 33,284

営業外収益合計 38,792 42,185

営業外費用   

支払利息 82,244 64,023

売上割引 37,211 40,735

為替差損 58,407 150,764

持分法による投資損失 17,485 62,073

その他 7,689 10,037

営業外費用合計 203,038 327,635

経常利益又は経常損失（△） △534,176 343,069

特別利益   

固定資産売却益 18,836 14,901

貸倒引当金戻入額 － 41,463

特別利益合計 18,836 56,365

特別損失   

固定資産売却損 3 201

固定資産除却損 18,812 2,643

投資有価証券評価損 52,446 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 58,312

特別損失合計 71,261 61,156

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△586,601 338,278

法人税、住民税及び事業税 29,676 41,453

法人税等調整額 △225,522 235,800

法人税等合計 △195,845 277,253

少数株主損益調整前四半期純利益 － 61,025

四半期純利益又は四半期純損失（△） △390,755 61,025



 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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